
平成２６年８月６日

【速報】台風12号の大雨による
道路交通への影響について

平成26年8月の台風12号により、高知県大豊町で連続雨量が1057mmを記録
するなど四国地方では記録的な豪雨となり、高速道路や直轄国道で多数の
通行止めが発生しました。

道路交通への影響を速報としてとりまとめましたので、お知らせします。

＜概要＞
(1)高速道路と直轄国道の通行止めの状況について

○8月3日 (日 )には高速道路5路線5箇所、直轄国道で4路線16箇所が通
行止め。

○高知道では61時間、国道33号では64時間の通行止めとなり、平成
12年 9月の秋雨前線の豪雨以来の長時間の通行止め。

(2)高知市内への交通量の状況について
○高知市内への断面交通量は8月3日(日)で約5割、8月4日(月)で約2割減少。
○ 8月4日 (月 )からは、国道194号の交通量が約1万台増加しており、高松・

松山方面への迂回路として機能している。

(3)高知道･国道32号の通行止めに伴い都市間の所要時間の変化について
○高知市と徳島市・高松市・松山市の各都市への最短時間ルートは高知道

経由であり、最遠の徳島市で約2時間。
○高知道が通行止めとなり国道194号を迂回路として利用した場合は、高知

市と徳島市の所要時間は約2倍となるなど都市間の所要時間は大幅に
増加。

(4)高知発着の高速乗合バスへの影響について
○高知発着の高速乗合バスは、高知道の通行止めに伴い、8月3日以降大

半路線が運休。
○ただし、京阪神や関東、九州の路線においては、国道55号（室戸

経由)や国道194号を迂回ルートとして利用。

国土交通省 四国地方整備局 道路部 道路計画課

※本施策は、四国圏広域地方計画「No.5圏域の連携による発展に向けた地域力向上
プロジェクト」の取組に関連します。

お問い合わせ先

国土交通省 四国地方整備局 道路部

道路調査官 田中 衛
た なか まもる

道路計画課長補佐 森本 英二 電話（087）811-8322 ［直通］
もり もと えい じ



※上記の通行止め状況は、
平成２６年８月３日（日）
１３時００分時点

台風１２号の大雨による 高速道路･直轄国道 の通行止め状況について

○台風12号に伴う大雨で、国道32号（高知県大豊町）で連続雨量が1,057mmを越えるなど高知県や徳島県で記録的な大雨となっている。

○その影響で、8月3日（日）13時00分時点で高速道路は5路線5箇所、直轄国道は４路線16箇所で通行止めとなった。

○特に、高知自動車道で61時間、国道33号では64時間の通行止めとなり、平成１2年9月の秋雨前線による豪雨以来の長時間の通行止めと

なった。

凡例

高速道路の通行止め（５路線５箇所）

直轄国道の通行止め（４路線１６箇所）

国道３２号（高知県大豊町 豊永雨量観測施設）雨量観測データ

最大時間雨量
６６ｍｍ

（8/3 12:00～13:00）

連続雨量
１，０５７ｍｍ
（8/4 17:00）

※観測史上最大の
連続雨量を記録
（平成元年観測開始）
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通行止め期間（高速道路と直轄国道）

路線
8月1日
（金）

8月2日
（土）

8月3日
（日）

8月4日
（月）

8月5日
（火）

8月6日
（水）

徳島自動車道
（徳島県～愛媛県）

高松自動車道
（香川県）

松山自動車道
（愛媛県）

高知自動車道
（愛媛県～高知県）

今治小松自動車道
（愛媛県）

国道３２号
（徳島県～高知県）

国道３３号
（高知県～愛媛県）

国道５５号
（徳島県）

国道５６号
（高知県）

H26.8.6 12時現在

６１時間

２４時間

９時間

４３時間

３９時間

６４時間

継続中

５４時間

６時間



高知市内への交通量の状況について

○幹線道路の通行止めの影響により、高知市内への断面交通量は８月３日（日）で約５割、８月４日（月）で約２割減少。

○８月４日（月）からは、国道１９４号の交通量が約１万台増加しており、高松・松山方面への迂回路として機能している。

(千台)

※高知県警察トラカンデータ

194

高知市 香美市
いの町

土佐市

南国市

195

断面

凡例（図面）
交通量計測箇所

広域断面（①～⑤）
(千台)

(千台)

(千台)

(千台)

(千台)

大雨

大雨

大雨

大雨

大雨

大雨

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約9千台/日

約10千台
増加

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約105千台/日

平常時より
約２割減少

平常時より
約５割減少

約19千台/日

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約18千台/日

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約26千台/日

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約28千台/日

平常時(7/24～8/1)の
平均交通量：約24千台/日

約50千台/日

約89千台/日

約4千台/日

約14千台/日

約7千台/日

約16千台/日

194

N
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高知道･国道３２号の通行止めに伴う都市間の所要時間の変化について

○高知市と徳島市・高松市・松山市の各都市への最短時間ルートは高知道経由であり、最遠の徳島市で約２時間。

○高知自動車道が通行止めとなり国道１９４号を迂回路として利用した場合は、高知市と徳島市の所要時間は約２倍となるなど都市間の所

要時間は大幅に増加。

高知市

徳島市

高松市

松山市

高知市～徳島市間
１２２分 １６１km
（高知道経由）

高知市～松山市間
１２２分 １５６km
（高知道経由）

高知市～徳島市間
２７０分 ２０９km
（国道５５号経由）

高知市～高松市間
２１４分 ２０３km

（国道１９４号経由）

高知市～松山市間
１７２分 １４０km

（国道１９４号経由）

凡 例

通常ルート

迂回ルート

※都市間の所要時間は、民間プローブ（H24.3）等より算出。
※今回の台風時においては、渋滞等によりさらに時間を要している場合がある。

高知市～高松市間
１０７分 １３５km
（高知道経由）

107分増
〈2.0倍〉

高知市～徳島市間
２５０分 ２３４km

（国道１９４号経由）

194

50分増
〈1.4倍〉
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台風12号による高知発着の高速乗合バスへの影響

○高知発着の高速乗合バスは、高知道の通行止めに伴い、8月3日以降5日午前中にかけて大半の路線が運休。

○ただし、京阪神や関東、九州の路線においては、国道55号（室戸経由）や国道194号を迂回ルートとして利用。

高知県発着の高速乗合バスの運行状況

※１．運行便数は、往路・復路の合計。
※２．京都・大阪便は午後から通常運行。

出典）高知県交通(株)高知営業所への聞き取り調査結果

凡 例

通常ルート

迂回ルート

国道55号を迂回
2時間10分の遅れ
(8/4 14:30 高知発-大阪着)

国道194号を迂回
2時間30分の遅れ
(8/4 21:40 福岡発-高知着)

高知市

福 岡 京阪神･
関東･中部･
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8月1日（金） 8月2日(土） 8月3日(日） 8月4日(月） 8月5日(月）

京阪神
（京都・大阪・神戸）

32 32 1 4 24

関東・中部
（東京・名古屋）

4 4 1 4 4

中国
（岡山・広島・福山）

24 24 0 0 11

高松 26 26 0 0 13

松山 10 8 0 0 4

徳島 8 8 0 0 4

福岡 2 2 0 2 2

計 106 104 （運休　2） 2 （運休　104） 10 （運休　96） 62 （運休　44）

目的地
運行便数

（同 上）

（松山道 →
R11号経由）

（高知道 →
R194号・松山道経由）

（便/日）

（高知道・徳島道 →
R55号室戸経由）

（高知道・徳島道 →
R55号室戸経由）

（同 上）

（うち8便：高知道 →
R194号・松山道経由）

※１

※２
（うち1便：高知道・徳島道

→ R55号室戸経由）


